
 

 

◆本年の梅雨入りは遅れる予想がされています（昨年 6/10 平年 6/8）梅雨期後半にまとまった雨が予想されています。 

◆種なしぶどう栽培者にて、ストマイ散布していない方は散布時期が遅れないように散布しましょう。 
 

ぶどうセンター付近 

露地巨峰生育状況 
発 芽 期 展 葉 期 開 花 期 満 開 期 落 花 期 

平 年 4月 28日 5月 2日 6月 11日 6月 14日 6月 17日 

昨 年 5月 1日 5月 6日 6月 9日 6月 11日 6月 14日 

 本 年  4月 29日 5月 2日 6月 11日頃 6月 14日頃 6月 17日頃 
 

【第４回ぶどう薬剤散布（有核・種なし共通）】 

散布時期 開花３日前 （6/7～10 頃） 

散布薬剤 

水            100ℓ  
展着剤          10mℓ  
スイッチ顆粒水和剤    33g 
オーソサイド水和剤 80  125g 

 オルトラン水和剤     66ｇ 
【有核巨峰はマルポロン    100g（花振い防止）】 
【種なしぶどうはビックマグ 100g（葉の健全化）】 

散布量 10ａ当り 400ℓ 以上  死角のないようたっぷり散布する 

適用病害虫 
べと病・灰色かび病・晩腐病・褐斑病・黒とう病 

スリップス類・フタテンヒメヨコバイ 

注意点 

① オルトラン水和剤は果樹類に登録が少ないため、散布の際は隣接園に飛散しないよう注意する。 

② 種なしぶどう園でストマイ液剤未散布園は 1,000倍（満開予定日 14日前～開花始期まで、1回）を開花

までに必ず散布する。ただし、有核巨峰園には絶対に飛散しないように散布する。 

③ 灰色かび病の発生園はゲッター水和剤 1,500倍（開花直前～落弁期、ただし 45日前まで 1回）を散布する。 

 

有核巨峰の管理について（結実確保に向けて） 
・新梢管理 

新梢が 30～40cm 程度になったら誘引を実施する。（風による枝のねじれ防止、棚の明るさ確保）また、暗くならな

い程度に枝を置き樹勢を落ち着け結実確保に努める。 

枝の長さについては開花直前の第 2 新梢長が 40～50cm 程度が理想 

 

・フラスターの散布 

有核巨峰については、結実確保のため必ず散布する。 

ただし、早過ぎる散布は十分な効果が出ない場合があるので、生育を確認し適期に（開花始期まで）散布に努める。 

散布方法など詳細については、前回の特報（№3）をご覧ください。 

 

・有核巨峰の房きりについて 

 6 月上旬頃から開始。実施時期により房きりの長さが若干違うので注意必要。 

 ・開花 1 週間前 ４㎝  ・開花始め ５㎝   ・満開時   ６～７㎝ 

  ※詳しくは講習会にて説明いたします。 

 

・かん水の実施 

 近年の気象傾向は、開花前に乾燥し開花直前に長雨が降る傾向にあります。開花前に急激な降雨があると樹勢が一気に

強くなり結実が不安定になることがありますので、乾燥が続く場合は定期的なかん水を実施し、急激な雨に備えるよう

にしましょう。あわせて敷きワラの実施をしましょう。 

 
 

 

種なし関係の管理は裏面をご覧ください 
 

No.4 Ｈ26．5.30 

ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市ぶどう部会 

散布日  月  日 

散布量 ℓ  

 



種なしぶどうの管理について（ストマイ液剤・フラスター液剤・ジベ処理について） 

 

・ストマイ液剤 20 の散布について 

種なし品種を栽培している方は必ず散布を実施してください 

 対象品種：種なし巨峰・ピオーネ・シャインマスカット 等種なしぶどう全品種 

登録内容：満開予定日の 14 日前～開花始期 

使用濃度：1,000 倍 300ℓ /１０ａ 

注意事項：散布が遅くなると種が入ることがあるので開花前までに必ず散布する。 

房に付着しないと効果がないので、房にしっかり付着するよう散布する。 

高温時の散布は避ける。 

有核ぶどうに絶対に飛散しないよう注意する。 

 

・フラスター液剤の散布について（種なしぶどうへの散布の場合） 

新梢伸長抑制、着粒安定のため散布する 

使用時期：展葉 11 枚頃（開花始期まで） 

使用倍率：1,000～1,500 倍（使用濃度等についてはご相談下さい） 

 

・ジベレリン処理について 

ジベ処理：（1 回目）結実確保・無種子化 

満開～満開３日後実施。ぶどうの粒の大きさがマッチ棒の頭くらいになった頃実施。 

 

ジベ処理：（２回目）果粒肥大促進 

前回から１０～１５日後実施。摘粒作業終了後に実施。場合により果粉溶脱の心配あり。 

     ※病害虫予防のため、処理後早めに袋・傘かけを実施する。 

品種 １回目処理時期 １回目処理濃度 ２回目処理時期 ２回目 

種なし巨峰 

満開～満開３日 

ジベレリン 25ppm 

+ 

フルメット 5ppm 

満開 10～15 日後 ジベ 25ppm 

シャイン 

マスカット 

クイーン 

ニーナ 

ベニ 

バラード 

ナガノ 

パープル 
ジベレリン 25ppm のみ 

ピオーネ 
ジベレリン 12.5ppm  

+ フルメット 5ppm 

サニー 

ルージュ 

満開 14～20 日前 

（展葉９枚頃） 

ジベレリン 25ppm 

+ フルメット 3ppm 
 

 
ロザリオ 

ビアンコ 
― ― 満開 10～20 日後 

１発処理 

（品種共通） 
満開３～５日後 ジベレリン 25ppm  +  フルメット 10ppm 

 ジベレリン 12.5ppm…水 2 リットルにジベ１粒 

 ジベレリン 25ppm…水 2 リットルにジベ 2 粒 

 フルメット 5ppm…水 2 リットルにフルメット１本 

 フルメット 10ppm…水 2 リットルにフルメット２本 

       

        ※粒肥大しすぎる場合はフルメット液剤を調節しましょう 

ジベ処理１回目終了後、摘粒作業を実施。2 回目のジベ処理までに終了させる。 

         

※その他品種については、各種講習会または園芸技術課ぶどう担当までご相談下さい。 


